
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年生 

情報 

ハンドブック 

名前 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．適切なＩＣＴを選ん
で情報を集める。

チェ ック ２．電子メールを使っ
て情報を集める。

チェ ック ３．漢和辞典を使って
情報を集める。

チェ ック ４．新聞記事から情
報を集める。

チェ ック ５．インタビューをして
情報を集める。

チェ ック

６．観察，見学，実験
して情報を集める。

チェ ック ７．アンケートを作り，
回収して情報を集め
る。

チェ ック

１．図，表，グラフと文
章を関係させながら
必要な情報を選ぶ。

チェ ック ２．統計資料から必
要な情報を選ぶ。

チェ ック ３．人の話をメモを取
り，必要な情報を取り
出す。

チェ ック チェ ック チェ ック

１．今までに習った情
報を整理する方法
（表や図など）をつ
かって比べる。

チェ ック ２．今までに習った情報
を整理する方法（表や
図など）をつかってグ

ループ分けする。

チェ ック ３．今までに習った情報
を整理する方法（表や
図など）をつかって順に

ならべる。

チェ ック ４，マトリックスやデー
タチャート等を使って
情報を整理する。

チェ ック チェ ック

１．ノートなどの紙に文，

図，絵，表，グラフなどを

かいたり，はりつけたりし

て情報をまとめる。

チェ ック ２．課題や目的のた
めにコンピュータの文
書作成ソフトを選ん
で，情報をまとめる。

チェ ック ３．課題や目的のため
にコンピュータの表計
算ソフトを選んで，情報

をまとめる。

チェ ック ４．課題や目的のために

コンピュータのプレゼン

テーションソフトを選ん

で，情報をまとめる。

チェ ック

１．活動報告書にまと
める。

チェ ック ２．提案書にまとめ
る。

チェ ック ３．写真と文章をむす
びつけてリーフレット
にまとめる。

チェ ック ４．写真と文章をむす
びつけてポスターに
まとめる。

チェ ック ５．絵，写真，文章，
図，表，グラフを組み
合わせて新聞にまと
める。

１．２つ以上の資料を
組み合わせてまとめ
る。

チェ ック ２．引用したり，実例
をあげたりして，根拠
を示してまとめる。

チェ ック ３．グラフや表を引用し
てまとめる。

チェ ック ４．考えと根きょを
区別してまとめる。

チェ ック ５．伝えたい順序に
番号，記号などの印
を入れてまとめる。

チェ ック

６．伝えたい部分に
印をつけたり，アン
ダーラインをつけたり
して，強調してまとめ
る。

チェ ック ７．伝えたい部分の
色を変えたり，太さを
変えたりして，強調し
てまとめる。

チェ ック ８．矢印ｌに意味（時間，

手順，方向，強調など）
をもたせて，わかりやす
くまとめる。

チェ ック

1．キーワードを書い
たり，見せたりして伝
える。

チェ ック ２．紙芝居で伝える。 チェ ック ３．げきで伝える。 チェ ック ４．ペープサートで伝
える。

チェ ック ５．伝えるときに適切な
ICTを選んで伝える。

チェ ック

1．必要に応じて，共
通語を使うなど，場に
応じた適切な言葉づ
かいで伝える。

チェ ック ２．受け手の反応を確
認しながら，その場で
説明を付けたすなど
して伝える。

チェ ック ３．資料を提示し，伝
えたい事に受け手が
注目するように工夫し
て伝える。

チェ ック

１．立場や意見を考
えながら伝え合う。

チェ ック ２．書いたものを読み
合って助言し合う。

チェ ック

ウ．聞いたことやかかれたものを見て，伝え合う。

A．情報を集める。

ア．情報を集める方法を選ぶ。

イ．必要な情報を選ぶ。

ウ．情報を整理する。

B．情報をまとめる。
ア．情報をまとめる方法を選ぶ。

イ．情報のまとめ方を選ぶ。

ウ．わかりやすく，伝わりやすくまとめる。

C．情報を伝える。
ア．情報を伝える方法を選ぶ。

イ．聞いている人にわかりやすく伝える。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A．情報を集める。 

ア．情報を集める方法を選ぶ。 

１．適切なＩＣＴを選んで 

適切なサイトが見つからないときは，
検索のキーワードをいろいろ変えて
みよう。 
 
（例）米作りを調べたい … 
 
検索ワード：「米作り」「米 作り方」 

「稲作」「米 農業」など 

適切なＩＣＴを選んで情報を集めるときは？ 

・インターネットで情報を集めるときは，複数のサイト

を活用するようにしよう。 

・デジタルカメラなどを上手く使って情報を集めよう。 

情報を映像に残しておくと，まとめるときに便

利です。デジタルカメラを効果的に使おう。 

インタビューをするときなどは動画や，音声を

記録する機能を使うといいね。 

新聞や本などからも情報を集める

と，より広く，深く知ることが 

できるよ。 



A．情報を集める。 

ア．情報を集める方法を選ぶ。 

２．電子メールを使って 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メールを送る前に 

文章を読み直し『文面

に間違いがないか』『送

り先の方に失礼がない

か』をチェックしよう。 

また，送り先のアドレ

スが間違えていないか

もチェックしようね。 

電子メールを使って情報を集めるときは？ 
・送り先の方へ失礼のないように，送る時間帯や文面に注意しま

しょう。 

・メールを送る前に，間違いがないか文面をチェックしてもらい

ましょう。 
  

メールは，聞きたい

こと・知りたいこと

が相手にも伝わり

やすように，要点を

おさえ，短い文章で

書くようにしよう。 



A．情報を集める。 

ア．情報を集める方法を選ぶ。 

３．漢和辞典を使って 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漢和辞典や国語辞典を使うときは？ 

・漢字の読み方や使い方を調べたいときは漢和辞典で調べよ

う。 

・熟語の意味を調べたいときは国語辞典で調べるよう。 

机のそばに国語辞典

や漢和辞典を置いて

おくと，必要なとき

にすぐに使えて便利

です。 

大切だと思った漢字や言

葉，よく使うページなど

は，付せんをはっておく

と，今後も活用しやすい

よ。 



A．情報を集める。 

ア．情報を集める方法を選ぶ 

４．新聞記事から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新聞記事から情報を集めるときは？ 

・新聞の見出しには，どんなことが書かれているのかが

短い文章で書かれているので，上手く活用しよう。 

・写真や図表にも注目して，情報を集めよう。 

新聞記事の内容を要

約したものと，それ

に対する自分の感想

を分けて書いておく

と，着目した点がわ

かりやすいです。 

新聞記事 

記事を読んで，気になったと

ころ，大切と思ったところに

印をつけたり，線を引いたり

しておくと，後で活用しやす

いです。 

 



A．情報を集める。 

ア．情報を集める方法を選ぶ。 

５．インタビューをして 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インタビューをして情報を集めるときは？ 
・聞きたいことは，あらかじめ考えておこう。 

・聞いたことは，文ではなく短い言葉でメモをとろう。 

何が聞きたいのかが，相手

にわかるように短い言葉

で聞くようにしよう。 

 

うまく伝わらなかったと

きは，もう一度聞き直そ

う。 

 

インタビューをするときは

相手の顔を見て，うなずき

ながら聞くと，相手も安心

して話ができるよ。 



A．情報を集める。 

ア．情報を集める方法を選ぶ。 

６．観察，実験，見学をして 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見学して，疑問に思ったこ

とは，遠りょせずに説明し

てくださっている人に質問

しよう。 

わかったことは短い言葉で

メモをしておくとよいで

す。 

見学などで情報を集めるときは？ 
・わかったことや気付いたことをを，短い言葉でメモして

おこう。 

・見学に行くときは，その見学場所の責任者の方に必ず 

 許可（きょか）をとるようにしましょう。 

必要に応じて，カメラで様子を

撮影しておくと，まとめるとき

や伝えるときに便利です。 

見学のとき，動画や音声をとっ

ておくといいですね。 



A．情報を集める。 

ア．情報を集める方法を選ぶ。 

７．アンケートを作り，回収して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート結果を集計す

るときは，表に整理すると

わかりやすいですね。 

文章で答えてもらったも

のは，にているものどうし

で分けよう。 

アンケートをもとに情報を集めるときは？ 
・事前にどのようなアンケートなのかを答えたもらう人に 

説明をしておきましょう。 

・アンケートの質問は短い言葉で書いたり，解答方法を簡単

にしたり，なるべく答える人の負担（ふたん）にならない

ようにしよう。 

質問はわかりやすい

ですか？ 

文面はいろんな人に

チェックをしてもら

おう。 



A．情報を集める。 

イ．必要な情報を選ぶ。 

１．図，表，グラフと文章を関係させながら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会科の教科書や

資料集などは，図と

文章で説明されて

います。 

図と文章がどのよ

うにつながってい

るのかを考えなが

ら，情報を読み取り

ましょう。 

図，表，グラフと文章を関係させながら必要な情報を選ぶときは？ 

・自分が注目した部分に印をしながら情報を抜き出そう。 

・その図，表，グラフは何を表わしているのかを文章を読みながら判

断しよう。 

グラフと文章を結びつ

けながら読むと，必要

な情報が見つけやすく

なります。 

共通する部分に印をつ

けるといいですね。 



A．情報を集める。 

イ．必要な情報を選ぶ。 

２．統計資料から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分で統計グラフ
などをかき写すと
新しく見えてくる
こともあります。 
 
また，資料から気が
付いたことを文章
で書き出していく
と，後でまとめやす
いです。 

統計資料から必要な情報を選ぶときは？ 

・必要な情報だけを抜き出して，表などに整理しよう。 

・資料から気付いたことを，書き出していこう。 

必要なことだけを抜
き出しておいて，まと
めるときに，表などに
整理し直すとよいで
すね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A．情報を集める。 

イ．必要な情報を選ぶ。 

３．人の話をメモに取り 

短い言葉で，出来事の

順番に矢印でつなげ

ていくなどの工夫を

するとスムーズにメ

モができます。 

人の話をメモに取り，必要な情報を取り出すときは？ 

・文章でメモをするのではなく，短い単語やそれらを矢印で 

 つなげたりしてメモをしていこう。 

・メモをしたことは，友だちと確認し合うと間違いがない。 

複数でメモを取った

場合は，内容に間違い

がないか，友だちと確

認し合うといいです

ね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A．情報を集める。 

ウ．情報を整理する。 

１．今までに習った情報を整理する方法（表や図など）をつかって比べる  

比べたいことを表やベン図に 
整理すると，二つの事がらのちが
いがわかりやすくなりますね。 

図・表を使って比べるときは？ 

・いろんな図を使って共通点やちがう点を整理していこう。 

・比べたい内容に適した図は何かを考えてみよう。 

ちがう内容でも同じような表
にまとめると，共通点が見え
たり，考えを確かなものにし
たりできるね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A．情報を集める。 

ウ．情報を整理する。 

２．今までに習った情報を整理する方法（表や図など）をつかってグループ分けする  

関連するキーワードどうしを結
ぶと，イメージがふくらむね。 

図・表を使って関係付けるときは？ 

・関連する言葉を書き出し，線・矢印などでつなげていこう。 

言葉をマルで囲んだ
り，線で結んだりする
ことで，それぞれの関
係がわかりますね。 
 
そこから大切なことを
さがしたり，表に整理
し直したりしてみよ
う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A．情報を集める。 

ウ．情報を整理する。 

３．今までに習った情報を整理する方法（表や図など）を使って順にならべる。 

表・図を使って順にならべるときは？ 

・いろんな図を使い慣れていこう。 

・構成し直したい内容に適した図は何かを考えてみよう。 

グラフにすると，量や順序，移り
変わりがわかりやすくなります
ね。 

物語の時間の流れで表に整理し
ています。 
 
教科書の言葉と自分の考えを分
けて書く工夫もしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A．情報を集める。 

ウ．情報を整理する。 

４．マトリックスやデータチャート等を使って  

図を使って情報を整理するときは？ 

・いろんな図を使いなれていこう。 

・どの図で整理するのがふさわしいのか考えよう。 

マトリックスは，表の
ことです。 
 
どのような項目で整理
するかを考えることが
重要です。 

データチャートは，いくつかの事がらの関係を考えたり，比べ
たりするときに便利です。 



Ｂ．情報をまとめる。 

ア．情報をまとめる方法を選ぶ。 

１． ノートなどの紙に文，図，絵，表，グラフなどをかいたり，はりつけたりして 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙に，情報をまとめるときは？ 

・絵や写真，文，図，表，グラフ，記号（式）などを組み合わせ

て，どのようにまとめればわかりやすいかを考えてまとめまし

ょう。 

文だけではなく,写真や絵，グ
ラフを組み合わせることで
見やすくまとめられるね。 

鉛筆，ものさ

し，色鉛筆など

の筆記用具を

上手く使って，

誰が見ても見

やすく，わかり

やすく書こう。 
 

写真をはりつけるだけでな
く，丸や矢印などの印をつ
けるとわかりやすくまとめ
られるね。 



Ｂ．情報をまとめる。 

ア．情報をまとめる方法を選ぶ。 

２．課題や目的のためにコンピュータの文書作成ソフトを選んで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文書作成ソフトを使うと，色々な文書を作ることができます。 
何度も書きかえられるところがよいところです。 
写真や図などもはり付けることができます。 

コンピュータの文書作成ソフトを使うときは？ 

・ローマ字打ちになれていこう。 

・タイトルや伝えたいことのキーワードなどは，文字の大

きさやスタイルを変えるなどして強調しよう。 



Ｂ．情報をまとめる。 

ア．情報のまとめる方法を選ぶ。 

３．課題や目的のためにコンピュータの表計算ソフトを選んで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンピュータの表計算ソフトを使うときは？ 

・数字の入力をまちがえないように気をつけよう。 

・自分でも計算して確かめてみましょう。 

表計算ソフトを使うと，グラフや表がすぐにできます。また，計算もしてくれま
す。 
発表資料などを作るときは，表計算ソフトで表や図を作り，他のソフトで作成し
たファイルにはりつけることが多いですね。 



Ｂ．情報をまとめる。 

ア．情報をまとめる方法を選ぶ。 

４．課題や目的のためにコンピュータのプレゼンテーションソフトを選んで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンピュータのプレゼンテーションソフトを使うときは？ 

・アニメーションのこうかは，大事だと思う部分や強調したいところ

だけに使うようにしよう。 

一番伝えたいことが，
伝わるような写真を
選ぼう。 
 
大切にしたい言葉，写
真の中で注目してほ
しいところを強調し
てまとめると，伝えた
いことが伝わりやす
くなりますね。 

発表資料をつくるときは，タ
イトル⇒発表内容（目次）⇒
発表内容⇒まとめ といった
順で資料を作成するとわかり
やすい資料になります。 
短い文章で，写真などを入れ，
聞いている人が興味をもって
見られるように作りましょ
う。 

 

アニメーションはシン
プルに。 
必ず使わなければなら
いものではありませ
ん。 
伝えるときに，伝わり
やすくするためにアニ
メーションをつけま
す。 



Ｂ．情報をまとめる。 

イ．情報のまとめ方を選ぶ。 

１．活動報告書に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動報告書にまとめるときは？ 

・活動報告書には，書き方の型があります。 

活動報告書は自分がし
たことを伝えるもので
す。 
読み手に活動の内容や
それに対する考えが正
確に伝わるように，事
実と考えを区別して書
きます。 
①活動計画 
②活動内容 
③活動して考えたこと 
④今後の活動について 
の順にまとめよう。 

読み手にわかりやすく
するために,箇条書きに
したり ,月ごとにまと
めたりして工夫しよ
う。 

活動して考えたことに
は,よかった点や反省点
を書こう。 



Ｂ．情報をまとめる。 

イ．情報のまとめ方を選ぶ。 

２．提案書に  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案書は現状や問題点を整
理し，提案の理由を明確にし
て，具体的に書きます。 
提案したことが現実になる
とどんな効果があるのかも
書きましょう。 
①問題点 
②提案 
③提案の効果 
の順にまとめよう。 

提案書にまとめるときは？ 

・提案書には，書き方の型があります。 



Ｂ．情報をまとめる。 

イ．情報のまとめ方を選ぶ。 

３．写真と文章をむすびつけてリーフレットに  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リーフレットにまとめるときは？ 

・書いたことに責任がもてるように,よく調べておこう。 

・参考にした図書や引用した文がある時は,その文献（ぶ

んけん）も書いておこう。 

・文章ばかりではなく, 絵や図を用いながらまとめよう。 

イラス

トや色

を効果

的に使

うと見

やすく

なる

ね。 

折り目ごとに話題やテ
ーマを変えてまとめる
とよいですね。 
表紙や裏表紙も作ると
本格的になるね。 



Ｂ．情報をまとめる。 

イ．情報のまとめ方を選ぶ。 

４．写真と文章をむすびつけてポスターに  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポスターにまとめるときは？ 

・書いたことに責任がもてるように,よく調べておこう。 

・参考にした図書や引用した文がある時は,その文献（ぶん

けん）も書いておこう。 

・文章ばかりではなく, 絵や図を用いながらまとめよう。 

イラストや色を効果的に使う
と見やすくなるね。 
文字の大きさにも気をつけて
みよう。 
矢印も上手く使うとわかりや
すくなるね。 



Ｂ．情報をまとめる。 

イ．情報のまとめ方を選ぶ。 

５．絵，写真，文章，図，表，グラフを組み合わせて新聞に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

線で区切ること
でわかりやすく
なるね。 

新聞にまとめるときは？ 

・書いたことに責任がもてるように,よく調べておこう。 

・参考にした図書や引用した文がある時は,その文献（ぶん

けん）も書いておこう。 

・文章ばかりではなく, 絵や図を用いながらまとめよう。 

まず，どんな
新聞にするか
の構成を考え
よう。 
次に何を書く
かを考えよ
う。そうする
ことで,失敗な
く計画的に進
められるよ。 

文字だけではな
く,絵や色を効果
的に使おう。 

4 コマまんがを
入れると楽しい
新聞になるね。 



Ｂ．情報をまとめる。 

ウ．わかりやすく，伝わりやすくまとめる。 

１．２つ以上の資料を組み合わせて  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 つ以上の資料を組み合わせてまとめるときは？ 

・様々な資料から伝えたいことが伝えられる資料を選ぼ

う。 

・参考にした図書や引用した文があるときは,その文献（ぶ

んけん）も書いておこう。 

 

図鑑などで調べたことと，実際に目
で見て観察したことがまとまってい
ます。 

調べようと思ったきっかけを書くと
思いがよく伝わるね。 



Ｂ．情報をまとめる。 

ウ．わかりやすく，伝わりやすくまとめる。 

２．引用したり，実例をあげたりして，根きょを示して  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文献（ぶん
けん）で調
べたこと
をわかり
やすくま
とめてい
ます。 

引用したり,実例をあげたりして,根拠を示してまとめる

ときは？ 

・実例をあげるときは, 具体的に書こう。 

・引用した文があるときは,その文献（ぶんけん）も書いておこう。 

・伝えたいことの根きょとなる資料をさがそう。 

 

絵や色を使うこと
で見やすくてまと
められるね。 



Ｂ．情報をまとめる。 

ウ．わかりやすく，伝わりやすくまとめる。 

３．グラフや表を引用して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフは種
類によって
特徴があり
ます。 
 
どのグラフ
を選べば伝
えたいこと
が伝わるか
を考えよう。 

グラフや表を引用してまとめるときは？ 

・引用したグラフや表がある時は,その文献も書いておこう。 

・何のグラフや表なのかをしっかり明記しておこう。 



Ｂ．情報をまとめる。 

ウ．わかりやすく，伝わりやすくまとめる。 

４．考えと根きょを区別して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考えと根きょを区別してまとめるときは？ 

・『考え』は自分が考えたこと，『根きょ』はそのことについて調

べたことです。 

・引用したグラフや表があるときは,その文献も書いておこう。 

自分の考えを書
いた後に，その考
えのもとになっ
ていることは，誰
のどんな本・ウェ
ブサイトの言葉
かを根きょとし
て書きましょう。 

根きょと考え
を区別して書
くとき 
 
「○○と考え
ます。その理由
は，（人名）が
（本などの名
前）で『根きょ
となる言葉』と
書いていたか
らです。」 



Ｂ．情報をまとめる。 

ウ．わかりやすく，伝わりやすくまとめる。 

５．伝えたい順序に番号，記号などの印を入れて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書くときの手順を番
号を使いながらまと
めていますね。 

伝えたい順序に番号,記号などの印を入れてまとめると

きは？ 

・内容のジャンルごとに,番号や記号で整理すると伝えたいことが

伝わりやすくなります。 

・矢印はどれとどれがつながるかを 考えながらつなげよう。 



Ｂ．情報をまとめる。 

ウ．わかりやすく，伝わりやすくまとめる。 

６．伝えたい部分に印をつけたり，アンダーラインをつけたりして，強調して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

伝えたい部分に印をつけたり,アンダーラインをつけた

りして,強調してまとめるときは？ 

・強調したいところのみに色をつけたり,アンダーラインを引いた

りしよう。 

・様々なアンダーラインで分類分けもできます。工夫して使おう。 

アンダーラインは，波線や直線，ギザギザの線，二重線など色々と工夫することが
できます。 



Ｂ．情報をまとめる。 

ウ．わかりやすく，伝わりやすくまとめる。 

７．伝えたい部分の色を変えたり，太さを変えたりして，強調して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝えたい部分の色を変えたり,太さを変えたりして,強調

してまとめるときは？ 

・強調したいところは色や文字の大きさ変えるなどして強調しよう。 

・色や太さを変えるときは,どれとどれがつながるかを考えながら

変えよう。 

強調した
い言葉の
みを，変化
させるこ
とで他の
文字より
目立つね。 



Ｂ．情報をまとめる。 

ウ．わかりやすく，伝わりやすくまとめる。 

８．矢印に意味（時間，手順，方向，強調など）をもたせて，わかりやすくする  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

矢印に意味をもたせて,わかりやすくするときは？ 

・様々な矢印を効果的に使おう。 

・矢印は,どれとどれがつながるかを考えながら変えよう。 

番号と番号を矢印で効果的につなぐこと
で見やすくなりますね。 



C．情報を伝える。 

ア．情報を伝える方法を選ぶ。 

１．キーワードを書いたり，見せたりして 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話の流れに沿って， 
キーワードを提示して 
いくと，聞き手も話の 
要点をおさえやすくなり
ます。 

キーワードを書いたり，見せたりして伝えるに

は？ 

・話の要点をおさえたキーワードを示そう。 

・話の流れにそって，キーワードを提示していこう。 

聞き手の様子を見なが
ら，話すスピードや声
の強弱を調節しよう。 



C．情報を伝える。 

ア．情報を伝える方法を選ぶ。 

２．紙芝居
かみしば い

で  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙芝居では，とくに伝えたい大切な絵を大きく描くようにしよう。 
また，「半分だけ」「サッと」「ゆっくり」など，話の場面に合わせて 
めくり方も工夫してみよう。 

紙芝居で伝えるには？ 

・紙芝居では，話の流れに合わせて，めくり方やめくるタ

イミングを考えよう。 



C．情報を伝える。 

ア．情報を伝える方法を選ぶ。 

３．劇で  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

堂々とやらないと，逆に 
伝わりにくいです。 
はずかしがらずにやろう！ 
 
セリフや動き，表情が連動
できるように，事前に練習
をしておくとよいですね。 

劇で伝えるには？ 

・劇のよいところは，動きをつけて伝えられるところです。 

 言葉だけではわかりにくい内容を，セリフと動作を組み合わ

せて表現しよう。 

気を付けたいことや大切に
したいところを台本に書き
こんでおくと，効果的な練
習ができるよ。 



 

C．情報を伝える。 

ア．情報を伝える方法を選ぶ。 

４．ペープサートで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぺープサートは紙で作った人形などの絵を使った劇です。セリフも場面に 
応じて効果的に取り入れよう。 
劇と同様，はずかしがらずに！自分たちが楽しんでやることが大切ですね。 

ペープサートで伝えるには？ 

・話の中心となる場面やとくに大切にしたい場面をしぼっ

てぺープサートを取り入れよう。 



 

C．情報を伝える。 

ア．情報を伝える方法を選ぶ。 

５．伝えるときに適切なＩＣＴを選んで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適切なＩＣＴを選んで伝えるには？ 

・伝える人数に合わせて，適切な ICT を選ぼう。 

・伝える人の人数が多ければ，プロジェクタを使って 

 スクリーンに大きく映して伝えよう。 

少人数の人に伝えるときは，デジタルカメラやタブレット PC で， 

大人数では，デジタルテレビやプロジェクタで大きく映して伝えよう。 

話す人と，パソコンを操作する人で分

担するとスムーズに伝えられますね。 



 

C．情報を伝える。 

イ．聞いている人にわかりやすく伝える。 

１．必要に応じて，共通語を使うなど，場に応じた適切な言葉づかいで 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聞き手が複数いる 

ときは敬語を使お

う。 

 

聞き手を見ながら 

話をすることも大切

ですね。 

相手や場に応じて適切に言葉を使って伝えるには？ 

・目上の人や，たくさんの人に話すときは，敬語を使おう。 

・「ゆっくり」「はっきり」を意識して話すようにしよう。 

大勢の人の前や低学年の人

の前で話すときは，落ち着

いて「ゆっくり」「はっきり」

を心がけよう。 

 

広いところではマイクを 

使おう。 



C．情報を伝える。 

イ．聞いている人にわかりやすく伝える。 

２．受け手の反応を確認しながら，その場で説明を付けたすなどして  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受け手の反応を確認しながら伝えるには？ 

・聞いている人の反応を見ながら話をしよう。 

 わかりにくそうなら，言い換えたり，説明を付け加えた

りしよう。 

ときどき「ここまで，わかりますか？」「ここまでは，いいですか」などと聞い

て，話が上手く伝わっているか確認しよう。 

話をしているときは，聞いている人の表情や反応を見て，わかりにくそうであ

ったら，言いかえたり，説明を付け加えたりしよう。 



C．情報を伝える。 

イ．聞いている人にわかりやすく伝える。 

３．資料を提示し，伝えたい事に受け手が注目するように工夫して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聞き手にも同じような

資料をわたしておく

と，とても親切ですね。 

受け手の反応を確認し，指し示して伝えるには？ 

・話も流れに合わせて，資料を指し示したり，印をつけた

りしながら話すと，聞き手もわかりやすい。 

とくに伝えたいところは，

丸や矢印などの印を付け

たり，下線を引いたりして

強調するとよい。 

 

聞き手の方に目線を向け

ることも忘れずに！ 



C．情報を伝える。 

ウ．聞いたことやかかれたものを見て，伝え合う。 

１．立場や意図を考えながら伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなが意見を公平に出せる

ように，司会者を決めよう。 

司会者は，だれが何を話した

かをメモしながら，話し合い

を進めると，ムダなくいろい

ろな意見を聞くことができま

すね。 

司会がいるときは，進行の

仕方をしっかりと確認し

ておくと，スムーズに話し

合いが展開できますね。 

立場や意図を考えながら，伝え合うには？ 

・相手の話を必ず最後まで聞くことは基本マナーです。 

・自分の考えの根拠になるもの（理由）を伝えるように 

 しよう。 



C．情報を伝える。 

ウ．聞いたことやかかれたものを見て，伝え合う。 

２．書いたものを読み合って助言し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

字や表現のまちがいは遠りょせずに伝えよう。おたがいが納得するまで 

話し合うと，さらによいものができますね。 

書いたものを読み合って助言し合うには？ 

・自分ならこうすると思ったところや，さらにこうすると良い

と思ったところなどを伝えよう。 
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